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(57)【要約】
【課題】第一電極基板（下基板）と第二電極基板（上基
板）基板に線膨張係数の異なる基板を使用し、さらに第
二電極基板（上基板）側に額縁遮光膜を配置させた際に
、上下基板を貼り合せする際にＵＶ硬化型接着剤を使用
した際に、効率よく紫外線をＵＶ硬化型接着剤に照射で
きない。
【解決手段】線膨張係数の異なる基板を第一電極基板（
下基板）と第二電極基板（上基板）基板に使用し、遮光
膜を設けた台に電極基板（上基板）を使用した際に、上
下基板の接着にＵＶ硬化型接着剤を使用し、さらに遮光
膜を周辺シール材に重ならないように配置し、第二電極
基板（上基板）側から紫外線照射を行い、周辺シール材
を効率よく硬化させる。さらに第二電極基板側（上基板
）側に第二遮光膜を配置し、画素領域以外の部分を完全
に遮光させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素電極を有する第一電極基板（下基板）と、該第一電極基板に相対する対向電
極を有する第二電極基板(上基板)を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセ
ットされ所定の間隔で周辺シール材にて貼り合わされた透過型液晶表示パネルにおいて、
前記第二電極基板(上基板)の内面には第一電極基板（下基板）の画素領域外に対向した額
縁遮光膜を周辺シール材に重ならないように配置し、更に第二電極基板（上基板）の上面
側に前記額縁遮光膜と平面的に一部重なる位置に第二遮光膜を形成している事を特徴とす
る透過型液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記周辺シール材がＵＶ硬化型であることを特徴とする請求項１記載の透過型液晶表示
パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は透過型液晶表示パネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　透過型液晶表示パネルは従来、アクティブマトリクス液晶パネルとして、ガラス基板上
にアモルファスシリコンを用いたＴＦＴアレーを画素電極として１対１で形成したものや
、単結晶シリコン基板上にＴＦＴアレーを画素電極として１対１で形成したもの、サファ
イア基板上にアモルファスシリコンを用いたＴＦＴアレーを画素電極として１対１で形成
したものなどで、ＴＦＴで画素電極に駆動電圧を印加するようにした構造の液晶パネルが
実用化されている。
【０００３】
　また、前記透過型液晶表示パネルを用いて電子ビューファインダーや投射型表示装置が
実用化されている。
【０００４】
　透過型液晶表示パネルは表示をさせる為に、透過型液晶表示パネルに光を照射して表示
しなければならず、従来技術では透過型液晶表示パネルの画素領域以外の部分に額縁遮光
膜を設けて、見栄えを良くさせるために、表示領域以外を黒表示させ見切りとして配置し
ている。
【０００５】
　図２は、従来技術による透過型液晶表示パネルの断面図である。透過型液晶表示パネル
の構造として、第一電極基板１の表面には複数の画素電極による画素領域４が形成され、
更にその上にはＩＴＯ電極５が形成されている、さらにＩＴＯ電極５の上には液晶を配向
させるための配向膜６が形成されている。又第二電極基板２には、対向する第一電極基板
１の画素領域４以外の部分を遮光するための額縁遮光膜７が形成されている。この額縁遮
光膜７は画素領域４との見切りをより鮮明にする効果がある。さらに額縁遮光膜７の上に
ＩＴＯ電極５が形成され、更に液晶を配向させる為の配向膜６がＩＴＯ電極５の上に形成
されている。この状態で第一電極基板１と第二電極基板２は所定の位置関係で周辺シール
材３により貼り合わされている。この状態から基板間に形成されたＧＡＰ８間へ液晶を注
入し、更に封口材（不図示）にて封口して透過型液晶表示パネル９は完成となる。
【０００６】
　第一電極基板１と第二電極基板２の組み合わせは、ガラス基板とガラス基板や、サファ
イア基板とガラス基板などがある。ガラス基板とガラス基板の貼り合わせの場合は両基板
の線膨張係数が同じであるため、両基板を貼り合せる周辺シール材３にエポキシ系の比較
的接着力の強い熱硬化型接着剤が使用できる。しかしサファイア基板とガラス基板の様に
それぞれの線膨張係数が異なる基板を貼りあわせる際は、熱硬化型の周辺シール材を用い
ると、熱硬化時にそれぞれが線膨張係数の違いにより、硬化後常温に戻した際、透過型液
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晶表示パネル９が反ってしまい、透過型液晶表示パネル９のＧＡＰ８が不均一になってし
まう。これを回避するために、サファイア基板とガラス基板などの線膨張係数の違う基板
同士を貼り合せる場合はＵＶ硬化型の周辺シール材を用いて、額縁遮光膜７の反対面であ
る第一電極基板１側より、紫外線を照射させ周辺シール材３を硬化させる必要があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２５３９７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし第一電極基板（下基板）１の画素領域４以外の部分は全て画素へ信号を送る配線
１２が配置されている。この為第一電極基板１側から周辺シール材３を硬化させるための
紫外線を照射させてもほとんどが配線１２で遮断されてしまい、周辺シール材３へ紫外線
照射が届きにくくなる。
【０００９】
　この為紫外線を高出力にし、更に照射時間を長くすれば紫外線の照射不足を回避できる
が、高出力で長時間紫外線を照射させる事により紫外線照射による熱が発生し、その熱が
第一電極基板１と第二電極基板２に溜まり、結果的に熱を掛けながら周辺シール材３を紫
外線により硬化させる事になり、熱による歪が発生し、常温環境に戻した際、透過型液晶
表示パネル９が反ってしまう不具合が生じてしまう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　複数の画素電極を有する第一電極基板（下基板）と、該第一電極基板に相対する対向電
極を有する第二電極基板(上基板)を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセ
ットされ所定の間隔で周辺シール材にて貼り合わされた透過型液晶表示パネルにおいて、
前記第二電極基板(上基板)の内面には第一電極基板（下基板）の画素領域外に対向した額
縁遮光膜を周辺シール材に重ならないように配置し、更に第二電極基板（上基板）の上面
側に前記額縁遮光膜と平面的に一部重なる位置に第二遮光膜を形成する透過型液晶表示パ
ネルとする。また、第一電極基板と第二電極基板の線膨張係数が異なる場合は周辺シール
材をＵＶ硬化型とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、線膨張係数の異なる第一電極基板（下基板）と第二電極基板（上基板
）を使用し更に、第二電極基板（上基板）内に額縁遮光膜を配置する場合、第二電極基板
に形成された額縁遮光膜が周辺シール材に重ならないように配置される事により、第二電
極基板（上基板）側より紫外線照射が可能となり、紫外線照射を効率よく周辺シール材に
照射させることが出来、更に短時間で硬化が出切ることと、これにより第一電極基板、第
二電極基板に熱をかけずに周辺シール材を硬化させる事が出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明による透過型液晶表示パネルの断面図
【図２】従来技術による透過型液晶表示パネルの断面図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　複数の画素電極を有する第一電極基板（下基板）と、該第一電極基板に相対する対向電
極を有する第二電極基板(上基板)を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセ
ットされ所定の間隔で周辺シール材にて貼り合わされた透過型液晶表示パネルにおいて、
前記第二電極基板(上基板)の内面には第一電極基板（下基板）の画素領域外に対向した額
縁遮光膜を周辺シール材に重ならないように配置し、更に第二電極基板（上基板）の上面
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側に前記額縁遮光膜と平面的に一部重なる位置に第二遮光膜を形成している事を特徴とす
る透過型液晶表示パネル。
【実施例１】
【００１４】
　図１は本発明による実施例１を説明するための透過型液晶表示パネルの断面図である。
従来技術と異なるのは第二電極基板（上基板）２に配置される、額縁遮光膜７が周辺シー
ル材３に重ならないように配置することである。この状態で第二電極基板（上基板）側か
ら紫外線照射を行い、周辺シール材３を硬化させて第一電極基板１と第二電極基板２を固
定する。
【００１５】
　この状態では額縁遮光膜７の部分は光を遮光出来るが、額縁遮光膜７より外側の部分に
は光が照射されてしまう。これにより光の反射などにより画素領域４へ光が回り込み、例
えば黒表示をさせた場合に画素領域４の外周部分が明るくなってしまい、画素領域４全面
が均一な黒表示にならない。それを回避するために、さらにこの状態から第二遮光膜１０
を第二電極基板２の外側に固定材料１３を利用して額縁遮光膜７に一部重なるように配置
する。これにより画素領域４以外を全て遮光させる。また第二遮光膜１０の固定材料は両
面テープや接着剤など固定できるものであれば特に指定は無い。また第二遮光膜１０の材
質は特に指定は無いが光を完全に遮光出来る材質であれば特に指定は無い。
【符号の説明】
【００１６】
　１　　第一電極基板
　２　　第二電極基板
　３　　周辺シール材
　４　　画素領域
　５　　ＩＴＯ電極
　６　　配向膜
　７　　額縁遮光膜
　８　　ＧＡＰ
　９　　透過型液晶表示パネル
　１０　第二遮光膜
　１２　配線
　１３　固定材料
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摘要(译)

第一电极基板（下部基板）和第二电极基板（上部基板）使用线膨胀系
数不同的基板，在第二电极基板（上部基板）侧进一步配置有框架遮光
膜。 此时，当将UV可固化粘合剂用于粘合上下基板时，UV可固化粘合
剂不能被有效地照射UV光。 当将具有不同线性膨胀系数的基板用作第一
电极基板（下部基板）和第二电极基板（上部基板），并且将电极基板
（上部基板）用于设置有遮光膜的台架上时。 另外，使用紫外线固化型
粘合剂来粘合上下基板，并放置遮光膜以使其不与周边密封材料重叠，
并且用紫外线照射第二电极基板（上基板）以密封周边密封材料。 它可
以有效治愈。 此外，第二遮光膜布置在第二电极基板侧（上基板）侧
上，以完全屏蔽像素区域以外的部分。 [选型图]图1
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